
科目名称：工学倫理

シ　ラ　バ　ス
科目概要：

科学技術の高度化・複雑化・グローバル化の進行にともなって、技術者がものづくりを通じて社会全体に大きな危害を与える可能性はますます増大している。また、技術系企業の倫理的振る舞いに対する社会の関心の高まりの結果、倫理的に問題ありとされた場合のサンクションはますます重くなり、最大の経営リスクの一つとなってきている。こうした情勢において、技術者にあっては、設計等の業務上でなされる判断の倫理的側面をきちんと意識し、適切な判断を下す能力が求められる一方、そうした専門職としての社会的責任を全うすることを自らの「誇り」とするような、integrityの高い職業意識を涵養することも必要である。また、MOTにたずさわる者は、技術者が高度なintegrityを保ち社会的責任を果たすことが可能であると同時にそれが個々の技術者の生き甲斐にもなるような、職場環境、コミュニケーションや意志決定のシステム、セーフガードのための仕組みなどを構築していかなくてはならない。

この「工学倫理」のコースは、技術者および技術マネジャーが上記のような課題を果たすために必須の知識と「倫理リテラシー」を体得することを目指している。コースは４つのモジュール群からなる。（1）第一に、モジュール１と２においては、科学技術および技術者を現代社会の中に位置づけ、社会全体との関連において、技術業や専門職としての技術者の社会的責任の本質を明らかにする。（2）続くモジュール３と４では、主としてMOTの視点から、なぜ工学倫理的な考慮が必要なのかを明らかにする。そこでは、技術災害の防止、技術者自身の生き甲斐・誇り、組織体（とりわけ企業）の存続という３点が強調されるとともに、これらが互いに関連しあっていることが明らかになる。（3）本コースの中心をなすモジュール５から10においては、受講者の倫理リテラシーを高めるために必要な知識とスキルを身につけることが目標になる。倫理学の基礎概念、リスクマネジメントのための基礎概念と諸方法、グローバルな視点をもつために考慮すべきことがら、倫理的ジレンマの解決法を学び、モジュール10ではそれらを具体的な事例に適用する。（4）最後のモジュール11と12では、技術者の倫理リテラシーを高めるだけでは、技術者に倫理的行動を促すことにはならず、技術者が現に倫理的に判断・行動しうるような制度設計が重要であるという立場から、MOTに関わる者が具体的にとりうる方策について学び、それをケース・スタディによって検証する。

学習目標（科目全般）：

この科目の目標は、技術が社会に及ぼす影響や効果、および、技術者が社会に対して負っている責任に関して理解することである。技術とは何か、技術と社会の関係はどうあるべきか、技術者の役割と使命とは何か、技術者は何に責任を持たなくてはならないかといった課題に対して、継続的に取り組むことができる知識と態度を身につけることを目指す。そのためには、人間社会における技術の課題を検討し、専門職としての技術者について理解を深めたうえで、技術経営における倫理的考慮の重要性を学び、倫理リテラシーを体得する。企業などの組織に所属している技術者の倫理的行動を支援する制度についても学ぶ。

対象とする学習参加者：

企業その他の組織において、技術経営に関して意志決定をする立場にある者、また、技術経営に関する制度の設計を行う立場にある者。開発技術および生産技術に携わる者。企業倫理や企業の社会的責任に関係する部署に属する者。

参加対象者詳細具体例
(1) トップマネジメント及びその候補者

(2) 技術系の部門のトップおよびその候補者
(3) 組織設計部門（企画部など）のスタッフ

(4) 開発および生産に携わる技術者
(5) エシックスオフィス等のスタッフ
プログラム概要：

モジュール１：人間社会における技術

学習目標：

-以下の講義全体の背景として、技術とは何かについて広い視野を獲得する。特に、技術的知識とは何かについて理解する。

-人間社会において技術はどういう位置を占めてきたかを理解する。

-技術に関する楽観論と悲観論の考え方を学び、両者のバランスのとれた見方を身につける

-公共のための技術という観点を身につける

ティーチング・メソッド（教授法）： 

講義、および楽観的技術観と悲観的技術観に関するディスカッション

教員：

伊勢田哲治（名古屋大学情報科学研究科助教授）

 (教員以外が実施する場合のインストラクターの条件)

技術史、技術哲学、科学技術社会論などに造詣のある者

講義教材：パワーポイント

著者：伊勢田哲治（名古屋大学情報科学研究科助教授）、戸田山和久（名古屋大学情報科学研究科教授）、黒田光太郎（名古屋大学工学研究科教授）、杉原桂太（南山大学社会倫理研究所非常勤研究員） 

指定図書・事前学習教材

-奥田栄『科学技術の社会変容』日科技連

-小林傳司編『公共のための科学技術』玉川大学出版部

-Robert McGinn, Science, Technology and Society, Prentice Hall.

キーワード：

  技術的知識, 技術の歴史, 楽観的技術観, 悲観的技術観, 公共のための科学技術, 技術決定論, 社会構成主義, 技術評価局, マンハッタン計画, アシロマ会議, 科学技術論, コンセンサス会議, サイエンスショップ
モジュール２：専門職としての技術者

学習目標：

-技術業に携わる専門職業人（プロフェッショナル）としての技術者の責任ある行動の規範と基準について考察する。

-技術者の責任をどのように考えるか、どの範囲まで技術者個人の責任とみなすかについて、専門職としての技術者の責任ついての3つのモデルを学ぶ。

-専門職集団における倫理的行動の規範を定めている倫理綱領について理解する。

ティーチング・メソッド（教授法）： 

専門職の倫理的行動規範と倫理綱領についての講義、および事例としてシティコープタワーのルメジャーを取り上げて技術者の責任について討論する。

教員：

黒田光太郎（名古屋大学工学研究科教授）

　　(教員以外が実施する場合のインストラクターの条件)

プロフェッションに関して造詣が深い者、技術者として長年仕事をしてプロフェッションをよく理解している者

講義教材：パワーポイント

著者：黒田光太郎（名古屋大学工学研究科教授）、伊勢田哲治（名古屋大学情報科学研究科助教授）、戸田山和久（名古屋大学情報科学研究科教授）、杉原桂太（南山大学社会倫理研究所非常勤研究員） 

指定図書・事前学習教材：

-C.ウイットベック『技術倫理』（札野順・飯野弘之訳）みすず書房

-藤本温編著『技術者倫理の世界』森北出版

-齋藤了文・坂下浩司編『はじめての工学倫理』昭和堂

キーワード：

  専門職（プロフェッション）,　技術者の責任の3つのモデル, 業務過誤モデル, 合理的注意モデル, 立派な仕事モデル,　倫理綱領,　シティコープタワー, ルメジャー
モジュール３： MOTにおける倫理的考慮の重要性（1）

学習目標：

-非常に広範かつ甚大な被害をもたらした技術災害（インド・ボパールのイソシアン化メチル漏洩事故）を事例として考察することを通して、MOTの観点から見たマクロレベルにおける倫理的考慮の重要性を認識する。

-integrityの高い仕事とは何かを、技術者としての「誇り」と結びつけながら考察し、誇り高い仕事を気持ちよく行うことが、ミクロレベルにおいていかに倫理的考慮とかかわりをもちうるかについて理解する。

-自らの仕事のintegrityの度合いが、ストレートに公共的意味をもちうる仕事として技術者の仕事を位置づけ、ミクロレベルでの倫理的考慮とマクロレベルでの倫理的考慮をいかに結びつけるべきかを考える。

ティーチング・メソッド（教授法）： 

技術災害のケース・スタディを含む講義。および、「どのような仕事がintegrityの高い仕事であるか」についてのディスカッション。

教員：

戸田山和久（名古屋大学情報科学研究科教授）

　 (教員以外が実施する場合のインストラクターの条件)

技術災害の原因・防止等に関して識見を有する者。

講義教材：パワーポイント

著者：戸田山和久（名古屋大学情報科学研究科教授）、黒田光太郎（名古屋大学工学研究科教授）、伊勢田哲治（名古屋大学情報科学研究科助教授）、杉原桂太（南山大学社会倫理研究所非常勤研究員） 
指定図書・事前学習教材：

-齋藤了文・坂下浩司編『はじめての工学倫理』昭和堂

-J. K. ミッチェル編『七つの巨大事故　復興への長い道のり』創芸出版

-Committee on Assessing Integrity in Research Environments, Integrity in Scientific Research, National Academy Press

キーワード：

  技術災害, ボパール事故, 技術者の誇り, integrity, 技術移転, アーミッシュ, スリーマイル島原発事故, Sevesoのダイオキシン爆発事故, Exon Valdez号重油流出事故, 
モジュール４： MOTにおける倫理的考慮の重要性（2）

学習目標：

-近年多発している「企業不祥事」を取り上げ、それが企業自体の存続を危機に陥れるほどの重大な帰結をもたらしうることを理解する。

-「企業不祥事」のいくつかの事例をさらに分析し、その特徴と原因を理解する。

-企業の存続・発展のためにはコンプライアンス経営の観点が不可欠であることを理解し、それをMOTにおける倫理的考慮と結びつける態度を形成する。

ティーチング・メソッド（教授法）： 

講義、および自分が経営トップであったらどうしただろうかについてのシミュレーションを含む討論。

教員：

戸田山和久（名古屋大学情報科学研究科教授）

 　(教員以外が実施する場合のインストラクターの条件)

ビジネス・エシックスに造詣のある者。企業において、企業倫理室ないしエシックス・オフィスなどで業務にたずさわった経験をもつ者。

講義教材：パワーポイント

著者：戸田山和久（名古屋大学情報科学研究科教授）、黒田光太郎（名古屋大学工学研究科教授）、伊勢田哲治（名古屋大学情報科学研究科助教授）、杉原桂太（南山大学社会倫理研究所非常勤研究員） 
指定図書・事前学習教材

-池田耕一「なぜ企業倫理は必要なのか」瀬口昌久他編『工学倫理の条件』晃洋書房所収

-Manuel G. Velasquez, Business Ethics: Concepts and Cases, Prentice Hall

-梅津光弘『ビジネスの倫理学』丸善

-水谷雅一『経営倫理学のすすめ』丸善ライブラリー

キーワード：

  コンプライアンス経営, ビジネス・エシックス, 連邦量刑ガイドライン, 企業の社会的責任, インドネシア味の素事件
モジュール５： 倫理リテラシーを高めるために（１）

学習目標：

-倫理問題に関して失敗しないための倫理リテラシーという概念を理解する

-倫理学という学問の問題設定、倫理学の基本理論としての功利主義、義務論、徳倫理学それぞれの長所と短所について理解する

-倫理学における思考法としての反省的均衡法について理解する

ティーチング・メソッド（教授法）： 

講義、および演習形式

教員： 

  伊勢田哲治（名古屋大学情報科学研究科助教授）

  (教員以外が実施する場合のインストラクターの条件)

倫理学について基本的知識を有する者

講義教材：パワーポイント

著者：伊勢田哲治（名古屋大学情報科学研究科助教授）、戸田山和久（名古屋大学情報科学研究科教授）、黒田光太郎（名古屋大学工学研究科教授）、杉原桂太（南山大学社会倫理研究所非常勤研究員） 
指定図書・事前学習教材： 

-藤本温編著『技術者倫理の世界』森北出版

-加藤尚武『現代倫理学入門』講談社学術文庫

キーワード：

  倫理リテラシー, 倫理学, 功利主義, 義務論, 徳倫理学, 反省的均衡, 帰結主義, 尊厳死
モジュール６： 倫理リテラシーを高めるために（２）

学習目標：

-技術経営の最重要課題としての安全性とリスクの概念について理解する。特にリスクのさまざまなタイプの区別について理解する。

-リスク分析、リスクマネージメントという考え方について理解する。特に、リスク分析の標準的手法としてのリスク便益（リスクベネフィット）計算について理解する。

-リスクコミュニケーションという考え方、特に、一方向的ではなく双方向的な営みとしてのコミュニケーションについて理解する。

-市民のリスク認知、特に破滅性因子、未知性因子、自発性因子などの因子について理解する

-コンセンサス会議の取り組みについて知り、コンセンサス会議の考え方の技術経営への応用法について学ぶ。

ティーチング・メソッド（教授法）： 

講義、およびリスク認知に関するディスカッション

教員：

　 伊勢田哲治（名古屋大学情報科学研究科助教授）

 　(教員以外が実施する場合のインストラクターの条件)

リスク論やコンセンサス会議について知識を有する者

講義教材：パワーポイント
著者：伊勢田哲治（名古屋大学情報科学研究科助教授）、戸田山和久（名古屋大学情報科学研究科教授）、黒田光太郎（名古屋大学工学研究科教授）、杉原桂太（南山大学社会倫理研究所非常勤研究員） 
指定図書・事前学習教材

-藤本温編著『技術者倫理の世界』森北出版

-中西準子『環境リスク論』岩波書店

-小林傳司編『公共のための科学技術』玉川大学出版部

キーワード：

  安全性, リスクマネージメント, リスク便益（リスクベネフィット）計算, リスクコミュニケーション, リスク認知, コンセンサス会議, レスポンシブルケア
モジュール７：倫理リテラシーを高めるために（３）

学習目標：

-科学・技術との関係で、市民には「よく知らされたうえでの同意（インフォームド・コンセント）」をするために知る権利があり、これに対して技術者には説明責任（アカウンタビリティ）があることを学ぶ。

-技術者が市民に信頼されるには、技術者が倫理的行動をとるだけでなく、専門的な情報を開示（ディスクロージャ）することが必要であることを学ぶ。

-消費者・市民と技術者の責任範囲を規定した法律である製造物責任法についての理解を深めて、工学倫理の理解に役立てる。

ティーチング・メソッド（教授法）： 

講義、および遺伝子組み換え食品やBSE事件についての討論

教員：

黒田光太郎（名古屋大学工学研究科教授）

 　(教員以外が実施する場合のインストラクターの条件)

製造物責任や説明責任についての知識を有する者

講義教材：パワーポイント

著者：黒田光太郎（名古屋大学工学研究科教授）、伊勢田哲治（名古屋大学情報科学研究科助教授）、戸田山和久（名古屋大学情報科学研究科教授）、杉原桂太（南山大学社会倫理研究所非常勤研究員） 
指定図書・事前学習教材

-藤本温編著『技術者倫理の世界』森北出版

-杉本泰治・高城重厚『技術者の倫理』丸善

-中村収三『実践的工学倫理―みじかく、やさしく、役にたつ―』化学同人

キーワード：

  インフォームド・コンセント, パターナリズム, 説明責任（アカウンタビリティ）, 情報開示（ディスクロージャ）, 製造物責任, 遺伝子組み換え食品, BSE事件

モジュール８： 倫理リテラシーを高めるために（４）

学習目標：

-企業活動がグローバルな配慮を必要とすることを理解する

-通約不可能性の概念を通して、異文化理解の難しさと、それを乗り越えるための考え方について学ぶ

-環境倫理の考え方について学び、環境に配慮するとはどういうことかを知る。

-公害問題の歴史と、企業活動がそこで果たしてきた役割について知る。

-環境倫理の一つの原理としての世代間倫理の考え方と、その実践のための持続可能な開発の概念について学ぶ。技術経営に持続可能な開発の考え方をどう応用すればよいかについて理解する。

ティーチング・メソッド（教授法）： 

講義、および異文化理解に関する演習

教員：

                伊勢田哲治（名古屋大学情報科学研究科助教授）

 　(教員以外が実施する場合のインストラクターの条件)

　　　　　　　　　　　　環境倫理について知識のある者

講義教材：パワーポイント
著者：伊勢田哲治（名古屋大学情報科学研究科助教授）、戸田山和久（名古屋大学情報科学研究科教授）、黒田光太郎（名古屋大学工学研究科教授）、杉原桂太（南山大学社会倫理研究所非常勤研究員）  

指定図書・事前学習教材

-藤本温編著『技術者倫理の世界』森北出版

-加藤尚武『環境倫理学のすすめ』丸善

-加藤尚武編『環境の倫理』有斐閣

キーワード：

  グローバリゼーション, 異文化理解, 通約不可能性,  環境倫理, 公害問題, 世代間倫理, 持続可能な開発, レスポンシブルケア, コミュニティ諮問委員会, 共有地の悲劇, インドネシア味の素事件, 乳児用粉ミルク問題
モジュール９：倫理リテラシーを高めるために（5）

学習目標：

-現実の事例または想定上の事例を用いて、技術者が設計という業務において下す個々の判断が、同時に倫理的判断にもなりうるという事実を理解する。

-その際に、しばしば倫理的判断は、倫理的ジレンマないしトレードオフという形を取って現れるが、こうしたジレンマをうまく解消するための実践的な方法を修得する。

-その方法を、いくつかのケースに適用することを通じて、それぞれの方法のもつ特質と有効性を理解する。

ティーチング・メソッド（教授法）： 

講義、および倫理的ジレンマを解消するための諸方法を個別ケースに適用してみるためのグループワークないし演習。

教員：

戸田山和久（名古屋大学情報科学研究科教授）

 　(教員以外が実施する場合のインストラクターの条件)

倫理学および意志決定理論に造詣のある者。

講義教材：パワーポイント

著者：戸田山和久（名古屋大学情報科学研究科教授）、黒田光太郎（名古屋大学工学研究科教授）、伊勢田哲治（名古屋大学情報科学研究科助教授）、杉原桂太（南山大学社会倫理研究所非常勤研究員） 
指定図書・事前学習教材

-齋藤了文・坂下浩司編『はじめての工学倫理』昭和堂

-畑村洋太郎『続々・実際の設計』日刊工業新聞社

-日本技術士会訳編『科学技術者の倫理　―その考え方と事例―』丸善

キーワード：

  倫理的ジレンマ, 線引き法, 創造的中道法, ７ステップガイド, ユニバーサルデザイン
モジュール10： 倫理リテラシーの実践　－事例研究－

学習目標：

-モジュール5から9までに学んだ知識をもとに、フォード・ピント事件を、マネージメントの観点から再構成して、倫理リテラシーの重要性を再確認する。

-功利主義と費用便益分析について学び、それらの限界を認識する。

-工学倫理が企業活動の根幹に関わる課題であることを理解する。

ティーチング・メソッド（教授法）： 

事例の紹介の講義およびフォード・ピント事件における会社のとった対応とくに「功利計算」についてどのように考えるかについて討論する。

教員：

黒田光太郎（名古屋大学工学研究科教授）

　 (教員以外が実施する場合のインストラクターの条件)

フォード・ピント事件についての知識を有する者

講義教材：パワーポイント

著者：黒田光太郎（名古屋大学工学研究科教授）、伊勢田哲治（名古屋大学情報科学研究科助教授）、戸田山和久（名古屋大学情報科学研究科教授）、杉原桂太（南山大学社会倫理研究所非常勤研究員） 
指定図書・事前学習教材

-藤本温編著『技術者倫理の世界』森北出版

-齋藤了文・坂下浩司編『はじめての工学倫理』昭和堂

-日本技術士会訳編『科学技術者の倫理　―その考え方と事例―』丸善

キーワード：

　フォード・ピント事件, ピント, 安全性, 費用便益計算（コストベネフィット計算）, トレード・オフ, 消費者運動, 顧客（カスタマー）重視, 高速道路交通安全局, 功利主義, 義務論, 徳倫理学, 衝撃で誘発される燃料の漏洩及び火災に伴う被害に関する報告書
モジュール11： 技術者の倫理的行動を支援するシステム

学習目標：

-技術者の倫理的行動である内部告発と内部告発者の保護に関しての日本および世界の状況について理解する。

-内部告発に至らずにすむ企業の環境整備として行われている倫理オフィスの設置など企業内の活動について知る。

-内部告発と内部告発者の保護に関わる法整備の現在の状況について学ぶ。

ティーチング・メソッド（教授法）： 

講義、および内部告発の事例のひとつである「ギルベイン・ゴールド」について討論

教員：

黒田光太郎（名古屋大学工学研究科教授）

 　(教員以外が実施する場合のインストラクターの条件)

内部告発についての知識を有する者、企業等において倫理オフィスの業務経験を持つ者。

講義教材：パワーポイント

著者：黒田光太郎（名古屋大学工学研究科教授）、伊勢田哲治（名古屋大学情報科学研究科助教授）、戸田山和久（名古屋大学情報科学研究科教授）、杉原桂太（南山大学社会倫理研究所非常勤研究員） 
指定図書・事前学習教材

-藤本温編著『技術者倫理の世界』森北出版

- C.ウイットベック『技術倫理』（札野順・飯野弘之訳）みすず書房

-R.T.ディジョージ『ビジネス・エシックス　―グローバル経済の倫理的要請』（永安幸正・山田経三編訳）明石書店

キーワード：

　内部告発, 告発者の保護, 倫理綱領, 公益開示法, 企業秘密, コンプライアンス（法令遵守）,　　　　　倫理オフィス, ギルベイン・ゴールド

モジュール12： 全体のまとめ

学習目標：

-チャレンジャー号爆発事故の事例について、事故に至る詳細な経過を主として

技術的問題を標準化してしまう組織の文化の観点から学ぶ。
-この事例をMOTの観点から再構成し、反省することを通じて引き出しうるさまざまな教訓を整理する。

-それを、これまでに学んできた倫理的概念・方法とつきあわせることを通じて、工学倫理の最重要の課題は、「ethical hero」を生み出すことではなく、あくまでも予防的側面にあることを理解する。

ティーチング・メソッド（教授法）： 

事例紹介の講義および、「ボイジョリーはヒーローなのか」「ボイジョリーがヒーローでよかったのか」をテーマとする討論。

教員：

戸田山和久（名古屋大学情報科学研究科教授）

 　(教員以外が実施する場合のインストラクターの条件)

チャレンジャー号事故について識見を有する者。技術的逸脱の標準化のメカニズムないし科学技術社会論に造詣のある者。
講義教材：パワーポイント

著者：戸田山和久（名古屋大学情報科学研究科教授）、黒田光太郎（名古屋大学工学研究科教授）、伊勢田哲治（名古屋大学情報科学研究科助教授）、杉原桂太（南山大学社会倫理研究所非常勤研究員） 
指定図書・事前学習教材

-http://www.onlineethics.dom/moral/boisjoly
-Rosa Lynn B. Pinkus et al., Engineering Ethics, Cambridge University Press

-Diane Vaughan, The Challenger Launch Decision, Chicago University Press

キーワード：

　予防的倫理, 技術的逸脱の標準化, チャレンジャー号事故, エシカル・ヒーロー, ボイジョリー, Oリング, ロジャース委員会, 固体燃料ブースター, ジョイント・ローテーション, 職場文化の生成, 構造的機密性
単位認定方法（条件）：

講義において課されるレポートおよび討論における問題提起や発言を総合的に判断して、単位認定を行う。
科目開発代表者：

黒田光太郎　名古屋大学大学院工学研究科教授・名古屋大学高等教育研究センター長
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